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2025年度 共通法人理念

仁は人の心なり
仁を以ってかかわるすべての人たちの
幸せを追求し、
地域社会とともに歩み続けます。
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　この度、生活支援員として敬仁会で
勤務させていただくことになりました。
　生活支援員は障がいのある方の日常
生活を一番身近で支援する重要な仕事
です。至らない点もあるかと思います
が、ご利用者の気持ちに寄り添い、信
頼していただける生活支援員を目指し
て日々努力していきます。
　どうぞ、よろしくお願いいたします。

敬仁会館 生活支援員　山田　正大

新入職員抱負

　この度、看護師として仁厚会で勤務
させていただくことになりました。
　患者さんの価値観を大切にするとと
もに丁寧に関わることで全人的なケア
を実践し、より良い医療を提供できる
よう日々努めてまいります。まだまだ
未熟な点もあるかと思いますが、多く
の人から必要とされる看護師になれる
よう学び続ける姿勢を忘れず頑張って
いきます。
　どうぞ、よろしくお願いいたします。

米子東病院 看護師　尾崎　瑚子

令和７年度 入 社 式 令和７年４月１日

新入職員の抱負先輩職員の激励の言葉

真剣な眼差しの新入職員藤井啓子会長の挨拶

　令和７年度仁厚会・敬仁会合同入社式をアゼリアホールで開催し、新入職員34名が入社式に参加しました。
　はじめに、藤井啓子会長より「人間関係を大切にし、仕事を通して自身の成長を楽しんでほしい」と激励の
お話がありました。また、先輩職員の児玉ひかりさん（敬仁会館）が、自身の経験を振り返りながら仕事のや
りがいや学んだことを激励の言葉として贈りました。最後に、新入職員を代表して西田和花子さん（藤井政雄
記念病院）が「配属先や職種はそれぞれ違っても互いに協力して病気や痛み、悩みを抱えた方々の力になれる
よう精一杯仕事に取り組んでいきます」と謝辞を述べました。
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　両法人の表彰規程に基づき、長年
の勤務に対する感謝の意を表するた
め、毎年永年勤続表彰式を行ってい
ます。
　表彰式では、藤井啓子会長より表
彰状と記念品が贈呈されました。ま
た、表彰者を代表してル・サンテリオ
ン東郷の森下倫子さんが「長年にわ
たり社会に貢献する仕事に携わるこ
とができたことを誇りに思います。出
会った上司や同僚、ご利用者など皆
さんとともに歩んだ日々は、私にとっ
てかけがえのない宝物です。」と一緒
に働いた仲間への感謝を述べました。

永年勤続表彰永年勤続表彰

新任医師の紹介

出身大学 			
　岡山大学歯学部歯学科

専門及び対象疾患 	
　		歯科口腔外科

所属学会
　				日本口腔外科学会藤井政雄記念病院

附属歯科クリニック

大
おお

山
やま

　剛
ごう

平
へい
	歯科医師

　この度、藤井政雄記念病院附属歯科クリニック
に勤務させていただくことになりました大山剛平で
す。７年前にも臨床研修というかたちで半年間お世
話になりました。当時は２年目の駆け出しで、市来
先生はじめ皆さんに支えていただきながら、１日１
日精一杯過ごしたことを思い出します。その経験が
今の私の礎となっており、今回再びこちらに勤務で
きることを大変嬉しく思います。まだまだ未熟では
ありますが、歯科医療を通じて地域の皆さんに少し
でも貢献できるよう努力していく所存です。何卒よ
ろしくお願い致します。

出身大学 			
　東京医科大学

専門及び対象疾患 	
　		一般内科　消化器内科

学会認定医師資格
　		日本医師会認定産業医
　日本医師会認定健康スポーツ医

藤井政雄記念病院

田
た

中
なか

　敬
ひろ

康
やす
	医師

　この度、藤井政雄記念病院に勤務させていただく
ことになりました。鳥取大学第２内科で学位をいた
だきました。
　倉吉市は高齢化が進んでおり、多疾患を抱えた
患者さんが増えております。治す医療だけでなく、
支える医療が大切と考えます。
　医療は言葉が大切です。医者の言葉は薬です。
患者さんの気持ちに寄り添うことが必要です。入院
中はもとより、退院後の患者さんを支えることがで
きるように頑張ります。
　病院の掲げる「地域に必要な病院」つくりに参加
させていただきます。病が癒えて喜ぶ患者さんが増
えるように頑張ります。よろしくお願いいたします。

令和７年３月 31 日

令和６年度　永年勤続表彰者数
　定年退職表彰� ８名
　勤続30年表彰� ９名

　勤続20年表彰� 42名
　勤続10年表彰� 72名
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こ
れ
ま
で
、
う
つ
病
と
診
断

さ
れ
て
も
、
抗
う
つ
薬
が
効
か

ず
再
発
を
繰
り
返
す
患
者
さ
ん

が
お
ら
れ
ま
し
た
。
当
院
で
は

令
和
七
年
度
に
〝
う
つ
病
で
低

下
し
た
脳
の
働
き
を
改
善
す
る

治
療
法
〟
と
し
て
、「
反
復
経け

い
頭と
う

蓋が
い
磁
気
刺
激（
ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｓ
）療
法
」

の
導
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

う
つ
病
に
苦
し
む
患
者
さ
ん
に
、

一
日
も
早
く
健
康
を
取
り
戻
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
新
た
な
治

療
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
精
神
科
病
院
と
し
て

の
更
な
る
地
域
貢
献
に
向
け
、

既
存
の
制
度
の
枠
組
み
で
は
支

援
が
行
き
届
か
な
い
方
や
、
地

域
の
中
で
孤
独
・
孤
立
を
抱
え

る
方
に
も
対
応
す
る
「
み
ん
な

が
笑
顔
に
な
る
」
医
療
・
福
祉

の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の

実
現
の
た
め
〝
360
度
連
携
〟
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
積
極
的
に
地

域
の
学
校
や
企
業
、
各
種
団
体

と
の
協
働
を
推
進
し
、
既
成
概

念
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
発

想
を
取
り
入
れ
ま
す
。

　

当
院
の
特
色
で
あ
る
「
緩
和

ケ
ア
病
棟
」「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
」が
地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
よ
り
身
近
な
も
の
と
な
る
よ

う
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
六
月
に
開

設
し
た
「
介
護
医
療
院
ふ
じ
い
」

を
皆
さ
ん
に
選
ん
で
い
た
だ
け

る
施
設
と
な
る
よ
う
充
実
さ
せ

て
参
り
ま
す
。

　

安
心
安
全
な
歯
科
医
療
の
提

供
を
も
っ
て
地
域
医
療
に
貢
献

い
た
し
ま
す
。
神
戸
大
学
口
腔

外
科
よ
り
出
向
の
歯
科
医
師
三

名
と
、
鳥
取
大
学
病
院
口
腔
外

科
の
非
常
勤
医
師
一
名
の
体
制

で
一
般
歯
科
か
ら
歯
科
口
腔
外

科
ま
で
様
々
な
症
状
に
対
応
し
、

お
口
の
健
康
を
守
り
食
べ
る
楽

し
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
改
め
て
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
基
幹
機
能
と
し
て
再
構

築
し
、
よ
り
質
の
高
い
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
地

域
に
「
信
頼
さ
れ
る
病
院
」
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
多

職
種
協
働
、
地
域
の
医
療
福
祉

施
設
と
の
連
携
、
働
き
や
す
い

職
場
環
境
へ
の
改
善
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
倉
吉
病
院・

医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
倉
吉
病
院・

在
宅
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

在
宅
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

藤
井
政
雄
記
念
病
院

藤
井
政
雄
記
念
病
院

藤
井
政
雄
記
念
病
院

藤
井
政
雄
記
念
病
院

附
属
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

附
属
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

米
子
東
病
院

米
子
東
病
院

仁厚会
2025 年度

事業計画
仁は人の心なり
共通法人理念

仁を以ってかかわるすべての人たちの幸せ
を追求し、地域社会とともに歩み続けます。

「癒し」や「希望」を表す青い光
（2024世界自閉症啓発デー中央棟ライトアップ）

明るい食堂でゆったりと（介護医療院ふじい）

患者さんの「動ける」喜びに伴走します

移乗しやすい診察台

2025年春号 4



　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
地
域

に
求
め
ら
れ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
マ

ス
タ
ー
施
設
」
で
す
。
地
域
か

ら
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
・
使

命
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
対

応
し
て
い
く
施
設
を
目
指
し
ま

す
。
高
医
療
度
の
方
や
認
知
症

の
方
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
の
受

け
入
れ
を
多
職
種
一
丸
と
な
り

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

両
施
設
が
そ
の
事
業
を
相
互

に
活
用
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
ニ
ー
ズ
に
対
し
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

改
修
工
事
を
活
か
し
、
安
全
・

安
心
な
介
護
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
開
か
れ
た
施
設
に
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
積
極
的
に
導
入
し
、
業
務

効
率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
生
じ
た
時
間
を
個

別
ケ
ア
拡
充
に
あ
て
る
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
方
々
に
施
設
の

存
在
や
機
能
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
職
員
が
地
域
へ
出

向
き
、
ま
た
地
域
住
民
が
施
設

に
気
軽
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

け
る
機
会
を
設
け
、
地
域
と
の

良
好
な
関
係
づ
く
り
を
行
い
ま

す
。
ご
利
用
者
の
安
全
確
保
や

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
ぬ
く
も
り
の
あ

る
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
い
ま
す
。

各
専
門
職
が
専
門
性
を
発
揮
し

な
が
ら
、
チ
ー
ム
と
し
て
在
宅

復
帰
支
援
・
認
知
症
ケ
ア
・
健

康
管
理
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
・
事
故
防
止
・
住
環
境
の
整

備
等
、
ご
利
用
者
個
々
に
応
じ

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
社
会
の
中
で
「
豊
か
な

心
を
育
み
、
自
立
へ
と
導
く
」

た
め
の
保
育
を
行
う
と
と
も
に
、

校
区
の
小
学
校
と
の
連
携
の
強

化
を
図
り
、
学
ぶ
力
を
持
つ
健

や
か
な
子
ど
も
を
育
み
ま
す
。

子
育
て
に
つ
い
て
は
、
保
護
者

へ
寄
り
添
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
公
民
館
行
事
等
へ
の
参

加
を
通
じ
て
地
域
や
保
護
者
に

信
頼
さ
れ
る
保
育
園
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
。

　

口
か
ら
食
べ
る
こ
と
が
困
難

な
ご
利
用
者
に
も
最
大
限
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、
食
事
の
時
間

が
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
る
よ

う
工
夫
を
凝
ら
し
、
食
べ
る
こ

と
を
楽
し
む
機
会
を
提
供
し
て

参
り
ま
す
。
そ
し
て
患
者
さ
ん

や
ご
利
用
者
が
安
全
で
美
味
し

い
食
事
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、

健
康
状
態
や
生
活
の
質
の
向
上

を
図
る
べ
く
、リ
ハ
ビ
リ・口
腔・

栄
養
の
一
体
的
な
取
り
組
み
の

推
進
に
関
わ
り
、
効
果
的
な
自

立
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン
北
条

ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン
北
条

ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン
鹿
野

ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン
鹿
野

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
は
ま
む
ら

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
は
ま
む
ら

ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン
よ
ど
え

ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン
よ
ど
え

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
よ
ど
え

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
よ
ど
え

大
和
保
育
園

大
和
保
育
園

栄
養
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

栄
養
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

大和地区社会福祉協議会主催の芋掘りに参加

「食べることの楽しみ」をお届けします

地域との交流を大切にしています（施設行事に地元コーラスボランティアを招く）

改修により開放感のあるデイルームへ

専門職が地域に出向きミニ講座開催
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地
域
お
よ
び
法
人
の
総
合
相

談
窓
口
と
し
て
取
り
組
み
を
進

め
、
今
年
開
設
二
十
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　

山
根
地
区
高
齢
者
三
施
設
合

同
で
「
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る

施
設
」
を
目
指
し
、
地
域
社
会

活
動
と
し
て
新
た
に
「
は
あ
と

食
堂
」
を
計
画
し
、
子
ど
も
と

大
人
・
高
齢
者
が
気
軽
に
集
え

る
交
流
の
場
所
や
い
つ
で
も
相

談
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
き

ま
す
。

　

ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
の

標
準
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
さ
ら
に

推
進
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
ご

利
用
者
の
状
態･

ケ
ア
内
容
を

よ
り
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る

た
め
、
ご
利
用
者
が
よ
り
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
状
態
で
の
ケ
ア
の
提

供
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
加
え

て
、
安
心･

安
全
で
快
適
な
施

設
内
外
の
生
活
環
境
の
提
供
や
、

よ
り
個
別
化
さ
れ
た
ケ
ア
の
提

供
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

に
根
ざ
し
た
施
設
を
目
指
し
、

交
流
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
地
域
社
会
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活

が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
各
事
業

所
に
お
い
て
対
象
者
に
マ
ッ
チ

し
た
特
色
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
多
職
種
協
働
に
よ
る

「
個
々
の
描
く
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー

ト
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
リ
ハ

ビ
リ
・
栄
養
・
口
腔
管
理
の
一

体
的
実
施
の
推
進
に
よ
る
重
度

化
防
止
、
看
護
・
介
護
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
医
療
・
介

護
の
複
合
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を

目
指
し
ま
す
。

　

開
設
十
九
年
目
を
迎
え
、
老

朽
化
し
た
設
備
関
係
の
改
修
工

事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
施
設
の
顔
と
な
る
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
を
明
る
く
開
放
的
な
空

間
に
変
更
す
る
計
画
を
立
て
て

い
ま
す
。同
時
に
損
傷
が
目
立
っ

て
い
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
居

室
壁
紙
や
床
の
一
部
を
補
修
し
、

よ
り
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

四
月
か
ら
往
診
医
が
変
更
と

な
り
協
力
医
療
機
関
と
の
連
携

が
よ
り
深
ま
る
こ
と
、
ま
た
介

護
職
員
等
に
よ
る
喀
痰
吸
引
等

の
実
施
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
、

よ
り
ご
利
用
者
の
健
康
を
守
り

医
療
に
強
い
施
設
体
制
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
認
知
症
の
方
へ

の
対
応
を
チ
ー
ム
で
検
討
し
、

穏
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
ケ
ア
の
工
夫
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

マ
グ
ノ
リ
ア

マ
グ
ノ
リ
ア

ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン

ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン

ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン
名
和

ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン
名
和

ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン
葛
飾

ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン
葛
飾

ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン
西
新
井

ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン
西
新
井

敬仁会
2025 年度

事業計画
20 周年を迎える

はあとCafé�を開催

改修後のエントランスイメージ

作業療法士・歯科衛生士・管理栄養士が
リハビリや口腔機能、栄養面を一体的にアセスメント

喀痰吸引研修
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眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
・
Ａ
Ｉ
音
声

入
力
シ
ス
テ
ム
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
活
用
し
ケ
ア
の
質
を
高

め
て
い
き
ま
す
。
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
ケ
ア
を
行
う
事
で
ご
利

用
者
の
心
理
的
・
身
体
的
な
負

担
を
軽
減
し
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
を
目

指
し
ま
す
。
地
域
に
根
ざ
し
地

域
に
選
ば
れ
る
施
設
運
営
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

更
に
専
門
性
の
高
い
チ
ー
ム

ア
プ
ロ
ー
チ
を
展
開
す
る
た
め

に
、
見
守
り
シ
ス
テ
ム
や
「
Ｌ

Ｉ
Ｆ
Ｅ
」
デ
ー
タ
を
有
効
活
用

し
、
生
活
の
質
の
向
上
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
多
職
種

が
協
働
し
て
本
人
の
望
む
在
宅

生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
会

議
」
を
施
設
内
連
携
の
コ
ア
会

議
に
位
置
付
け
、
全
事
業
・
多

職
種
参
加
に
よ
り
連
携
強
化
を

図
り
、
湯
梨
浜
町
地
域
包
括
ケ

ア
の
一
翼
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
ま
す
。
ま
た
、
ガ
ー
デ
ン

ハ
ウ
ス
野
花
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
を
新
設
す
る
こ
と
に
加
え
、

老
朽
化
が
進
ん
だ
老
健
棟
を
改

修
す
る
な
ど
、
昨
今
の
ご
利
用

者
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
構
造
・
設

備
へ
の
改
築
を
行
い
ま
す
。

　

ご
利
用
者
の
日
常
生
活
に
お

い
て
、
楽
し
め
る
行
事
・
レ
ク

活
動
・
社
会
見
学
等
の
生
活
訓

練
を
実
践
し
、
働
き
が
い
や
生

活
の
質
の
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
ニ
ー
ズ

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
強
度

行
動
障
が
い
専
門
棟
を
整
備
し

安
心
安
全
な
環
境
と
医
療
機
関
・

関
係
機
関
と
連
携
し
た
適
切
な

支
援
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

記
録
の
電
子
化
に
よ
り
職
員
間

の
連
携
を
密
に
行
い
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
な
環
境
を
再
点

検
し
、
多
様
な
障
が
い
や
課
題

を
お
持
ち
の
ご
利
用
者
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
個
別
支
援
計
画
の
更

な
る
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
根
差
し
た
施
設

と
し
て
積
極
的
に
見
学
・
実
習

受
入
れ
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
や

地
域
交
流
行
事
へ
の
参
加
を
通

じ
て
地
域
へ
の
施
設
理
解
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン
綾
瀬

ル
・
ソ
ラ
リ
オ
ン
綾
瀬

ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン

ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン

ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン
東
郷

ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン
東
郷

敬
仁
会
館

敬
仁
会
館

ゆ
り
は
ま
大
平
園

ゆ
り
は
ま
大
平
園

「眠り SCAN」でご利用者の状態を確認「眠り SCAN」でご利用者の状態を確認

通所リハビリの企画会

全事業担当者が参集するベッドコントロール会議

中国地区知福協親善球技大会へ参加し入賞

作業に取り組むご利用者
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多
様
な
生
活
背
景
や
障
が
い

等
を
抱
え
る
ご
利
用
者
一
人
ひ
と

り
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
本
人

の
希
望
や
要
望
を
細
か
く
汲
み

あ
げ
な
が
ら
、
皆
さ
ん
に
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
生
活
課
題
に
即
し
て

社
会
資
源
の
配
置
や
創
出
の
で

き
る
開
か
れ
た
施
設
を
目
指
し
、

関
連
事
業
所
等
と
も
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

多
様
な
障
が
い
や
生
活
課
題

を
持
つ
ご
利
用
者
へ
の
支
援
、
常

時
介
護
を
要
す
る
ご
利
用
者
へ

の
将
来
を
踏
ま
え
た
サ
ー
ビ
ス

提
供
や
他
の
高
齢
者
施
設
へ
の

橋
渡
し
と
し
て
の
役
割
を
継
続

的
に
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、災
害・

転
倒
事
故
等
の
リ
ス
ク
の
軽
減

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
活
用
す
る
こ
と
で
生
み
出
さ

れ
る
時
間
を
活
用
し
て
、
介
護
の

質
の
向
上
を
推
進
す
る
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

日
々
の
保
育
活
動
を
写
真
や

動
画
、
コ
メ
ン
ト
な
ど
で
記
録

す
る
こ
と
で
活
動
の
ね
ら
い
を

明
確
に
し
、
園
と
家
庭
と
の
共

通
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
に

向
け
校
区
内
で
の
連
絡
協
議
会

を
推
進
し
、
目
指
す
子
ど
も
像

に
向
け
て
指
導
内
容
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

園
児
が
主
体
的
に
参
加
で
き

る
活
動
や
有
意
義
な
時
間
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

行
事
内
容
を
再
検
討
し
ま
す
。 

開
設
十
一
年
目
を
迎
え
、
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
誕
生
日
会
や

夏
祭
り
等
の
行
事
の
形
を
見
直

し
、
園
児
が
よ
り
楽
し
く
笑
顔

で
参
加
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

園
児
が
主
体
と
な
っ
て
日
々
の

活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。
園
児
は
も
ち
ろ
ん
、

保
護
者
の
方
々
も
職
員
も
楽
し

め
る
も
の
を
作
り
上
げ
て
い
き

ま
す
。

　

近
隣
施
設
や
地
域
の
方
々
と

の
触
れ
合
い
を
大
切
に
し
、
園

児
の
精
神
面
や
情
緒
面
の
成
長

に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
成
長
に
合

わ
せ
た
し
な
や
か
な
体
作
り
の

た
め
、
園
児
が
様
々
な
動
き
や

運
動
遊
び
に
挑
戦
で
き
る
保
育

環
境
を
作
り
、
一
人
ひ
と
り
の

発
達
に
即
し
た
援
助
を
行
い
、

主
体
性
を
尊
重
し
丁
寧
な
保
育

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
五
年
度
か
ら
三
年
間
、

中
部
教
育
局
指
導
主
事
を
講
師

に
招
き
、
園
内
研
究
を
深
め
環

境
構
成
の
工
夫
な
ど
を
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
園
児
が

心
地
よ
さ
を
感
じ
な
が
ら
友
だ

ち
や
保
育
士
と
一
緒
に
楽
し
み

な
が
ら
活
動
す
る
姿
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
、
ゆ
り
は
ま
大
平

園
よ
り
講
師
を
招
い
て
陶
芸
教

室
を
行
い
、
遊
び
を
通
し
て
園

児
た
ち
の
感
性
を
育
ん
で
い
く

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

よ
な
ご
大
平
園

よ
な
ご
大
平
園

シ
ル
バ
ー
倉
吉

シ
ル
バ
ー
倉
吉

バ
バ
ー
ル
園

バ
バ
ー
ル
園

あ
や
せ
バ
バ
ー
ル
園

あ
や
せ
バ
バ
ー
ル
園

よ
ど
え
バ
バ
ー
ル
園

よ
ど
え
バ
バ
ー
ル
園

上
井
保
育
園

上
井
保
育
園

陶芸教室

大腰筋体操講習会に参加

近隣小学校との交流より良い行事へ変革

芋ほり体験

JRで工場見学へ向かう
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■
は
じ
め
に

■
は
じ
め
に

　

皆
さ
ん
は
弁
膜
症
と
い
う
病
気
を

　

皆
さ
ん
は
弁
膜
症
と
い
う
病
気
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
心
臓
に
は
右

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
心
臓
に
は
右

心
房
、
右
心
室
、
左
心
房
、
左
心
室

心
房
、
右
心
室
、
左
心
房
、
左
心
室

と
４
つ
の
部
屋
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

と
４
つ
の
部
屋
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
部
屋
の
出
口
に
は
血
液
の

の
部
屋
の
出
口
に
は
血
液
の

逆
流
を
防
ぐ
た
め
の
弁
が
存

逆
流
を
防
ぐ
た
め
の
弁
が
存

在
し
ま
す
。
弁
膜
症
で
は
、

在
し
ま
す
。
弁
膜
症
で
は
、

何
ら
か
の
原
因
で
弁
の
開
閉

何
ら
か
の
原
因
で
弁
の
開
閉

が
障
害
さ
れ
、
血
液
の
通
過

が
障
害
さ
れ
、
血
液
の
通
過

障
害
（
狭
窄
症
）
や
逆
流
（
閉

障
害
（
狭
窄
症
）
や
逆
流
（
閉

鎖
不
全
症
）
が
起
こ
り
ま
す
。

鎖
不
全
症
）
が
起
こ
り
ま
す
。

今
回
は
、
弁
膜
症
の
中
で
も

今
回
は
、
弁
膜
症
の
中
で
も

頻
度
の
高
い
大
動
脈
弁
狭
窄

頻
度
の
高
い
大
動
脈
弁
狭
窄

症
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

症
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

■
ど
ん
な
病
気
？

■
ど
ん
な
病
気
？

　

大
動
脈
弁
は
左
心
室
と
大

　

大
動
脈
弁
は
左
心
室
と
大

動
脈
の
間
に
あ
り
、
３
つ
の

動
脈
の
間
に
あ
り
、
３
つ
の

弁
尖
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

弁
尖
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

左
心
室
が
収
縮
す
る
こ
と
で

左
心
室
が
収
縮
す
る
こ
と
で

血
液
が
全
身
へ
送
り
出
さ
れ

血
液
が
全
身
へ
送
り
出
さ
れ

ま
す
が
、
大
動
脈
弁
の
開
き

ま
す
が
、
大
動
脈
弁
の
開
き

が
悪
く
な
る
と
送
り
出
さ
れ
る
血
液

が
悪
く
な
る
と
送
り
出
さ
れ
る
血
液

が
減
少
し
、胸
痛（
心
筋
の
酸
素
不
足
）

が
減
少
し
、胸
痛（
心
筋
の
酸
素
不
足
）

や
失
神
（
脳
の
酸
素
不
足
）
が
生
じ

や
失
神
（
脳
の
酸
素
不
足
）
が
生
じ

た
り
、
左
心
室
に
負
担
が
か
か
り
心

た
り
、
左
心
室
に
負
担
が
か
か
り
心

不
全
を
発
症
し
て
息
切
れ
や
む
く
み

不
全
を
発
症
し
て
息
切
れ
や
む
く
み

が
現
れ
た
り
し
ま
す
。
長
い
間
無
症

が
現
れ
た
り
し
ま
す
。
長
い
間
無
症

状
で
経
過
し
ま
す
が
、
重
症
化
し
症

状
で
経
過
し
ま
す
が
、
重
症
化
し
症

状
が
出
る
よ
う
に
な
る
と
、
無
治
療

状
が
出
る
よ
う
に
な
る
と
、
無
治
療

の
場
合
の
余
命
は
胸
痛
出
現
後
約
５

の
場
合
の
余
命
は
胸
痛
出
現
後
約
５

年
、
失
神
出
現
後
約
３
年
、
心
不
全

年
、
失
神
出
現
後
約
３
年
、
心
不
全

発
症
後
約
２
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

発
症
後
約
２
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
稀
で
は
あ
り
ま
す
が
突
然
死

ま
た
、
稀
で
は
あ
り
ま
す
が
突
然
死

の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

平
均
寿
命
の
長
い
わ
が
国
で
最
も

　

平
均
寿
命
の
長
い
わ
が
国
で
最
も

多
い
原
因
は
、
加
齢
に
伴
う
大
動
脈

多
い
原
因
は
、
加
齢
に
伴
う
大
動
脈

弁
の
石
灰
化
で
す
。
他
の
原
因
に
は

弁
の
石
灰
化
で
す
。
他
の
原
因
に
は

リ
ウ
マ
チ
性
や
二
尖
弁
な
ど
の
先
天

リ
ウ
マ
チ
性
や
二
尖
弁
な
ど
の
先
天

異
常
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

異
常
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

■
発
見
か
ら
診
断
の
流
れ

■
発
見
か
ら
診
断
の
流
れ

　

大
動
脈
弁
狭
窄
症
を
疑
う
き
っ
か

　

大
動
脈
弁
狭
窄
症
を
疑
う
き
っ
か

け
の
一
つ
は
、
前
述
の
よ
う
な
自
覚
症

け
の
一
つ
は
、
前
述
の
よ
う
な
自
覚
症

状
で
す
。
症
状
の
出
始
め
に
は
無
意

状
で
す
。
症
状
の
出
始
め
に
は
無
意

識
に
活
動
を
制
限
し
て
し
ま
い
気
づ

識
に
活
動
を
制
限
し
て
し
ま
い
気
づ

き
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
以

き
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
以

前
よ
り
動
い
た
と
き
に
息
切
れ
が
し

前
よ
り
動
い
た
と
き
に
息
切
れ
が
し

や
す
い
、
疲
れ
や
す
い
等
の
変
化
が

や
す
い
、
疲
れ
や
す
い
等
の
変
化
が

あ
れ
ば
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
そ

あ
れ
ば
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
も
う
一
つ
の
き
っ
か
け
は
心
雑

し
て
、
も
う
一
つ
の
き
っ
か
け
は
心
雑

音
で
す
。
無
症
状
で
も
、
検
診
や
か

音
で
す
。
無
症
状
で
も
、
検
診
や
か

か
り
つ
け
医
で
の
診
察
で
心
雑
音
が

か
り
つ
け
医
で
の
診
察
で
心
雑
音
が

聴
取
さ
れ
た
場
合
は
、
弁
膜
症
を
疑

聴
取
さ
れ
た
場
合
は
、
弁
膜
症
を
疑

い
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

い
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

診
断
は
、
心
エ
コ
ー
図
検
査
で
行

　

診
断
は
、
心
エ
コ
ー
図
検
査
で
行

い
ま
す
。
同
時
に
重
症
度
を
評
価
し
、

い
ま
す
。
同
時
に
重
症
度
を
評
価
し
、

適
切
な
治
療
タ
イ
ミ
ン
グ
を
検
討
し

適
切
な
治
療
タ
イ
ミ
ン
グ
を
検
討
し

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
症
状
や
心
機

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
症
状
や
心
機

能
低
下
の
あ
る
重
症
大
動
脈
弁
狭

能
低
下
の
あ
る
重
症
大
動
脈
弁
狭  

窄
症
は
治
療
適

窄
症
は
治
療
適

応
、
軽
～
中
等

応
、
軽
～
中
等

症
や
無
症
候
の

症
や
無
症
候
の

場
合
は
定
期
的

場
合
は
定
期
的

に
検
査
を
し
て

に
検
査
を
し
て

経
過
を
み
て
い

経
過
を
み
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
無
症
状
で
も

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
無
症
状
で
も

狭
窄
の
程
度
が
強
い
（
超
重
症
）、
運

狭
窄
の
程
度
が
強
い
（
超
重
症
）、
運

動
負
荷
で
血
圧
低
下
が
あ
る
、
進
行

動
負
荷
で
血
圧
低
下
が
あ
る
、
進
行

が
速
い
と
い
っ
た
場
合
は
治
療
を
考

が
速
い
と
い
っ
た
場
合
は
治
療
を
考

え
ま
す
。

え
ま
す
。

■
治
療

■
治
療

　

大
動
脈
弁
狭
窄
症
の
治
療
は
弁
置

　

大
動
脈
弁
狭
窄
症
の
治
療
は
弁
置

換
術
で
す
。
利
尿
薬
等
の
薬
物
治
療

換
術
で
す
。
利
尿
薬
等
の
薬
物
治
療

で
心
不
全
症
状
を
緩
和
す
る
こ
と
は

で
心
不
全
症
状
を
緩
和
す
る
こ
と
は

可
能
で
す
が
、
原
因
で
あ
る
弁
狭
窄

可
能
で
す
が
、
原
因
で
あ
る
弁
狭
窄

を
薬
で
改
善
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

を
薬
で
改
善
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
根
本
治
療
と
し
て
弁
自
体
を
取

ん
。
根
本
治
療
と
し
て
弁
自
体
を
取

り
換
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

り
換
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

弁
置
換
術
に
は
、
外
科
的
手
術
と

　

弁
置
換
術
に
は
、
外
科
的
手
術
と

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の
２
通
り
の
方
法

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の
２
通
り
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。
従
来
の
外
科
的
手
術

が
あ
り
ま
す
。
従
来
の
外
科
的
手
術

は
、
開
胸
し
実
際
に
心
臓
を
開
け
て

は
、
開
胸
し
実
際
に
心
臓
を
開
け
て

人
工
弁
へ
の
置
換
を
行
い
ま
す
。
一

人
工
弁
へ
の
置
換
を
行
い
ま
す
。
一

方
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
は
心
臓
を
止

方
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
は
心
臓
を
止

め
る
こ
と
な
く
、
足
の
付
け
根
の
血

め
る
こ
と
な
く
、
足
の
付
け
根
の
血

管
（
大
腿
動
脈
）
や
心
臓
の
先
端
（
心

管
（
大
腿
動
脈
）
や
心
臓
の
先
端
（
心

尖
部
）
な
ど
か
ら
管
（
カ
テ
ー
テ
ル
）

尖
部
）
な
ど
か
ら
管
（
カ
テ
ー
テ
ル
）

を
使
っ
て
人
工
弁
を
運
び
留
置
し
ま

を
使
っ
て
人
工
弁
を
運
び
留
置
し
ま

す
。
こ
の
治
療
法
を
経
カ
テ
ー
テ
ル
大

す
。
こ
の
治
療
法
を
経
カ
テ
ー
テ
ル
大

動
脈
弁
留
置
術
、
通
称
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
（
タ

動
脈
弁
留
置
術
、
通
称
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
（
タ

ビ
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ

ビ
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ

は
、
開
胸
手
術
に
比
べ
て
傷
口
が
小

は
、
開
胸
手
術
に
比
べ
て
傷
口
が
小

さ
く
人
工
心
肺
も
使
用
し
な
い
た
め
、

さ
く
人
工
心
肺
も
使
用
し
な
い
た
め
、

体
へ
の
負
担
が
少
な
く
入
院
期
間
も

体
へ
の
負
担
が
少
な
く
入
院
期
間
も

短
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
２
０
１
３

短
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
２
０
１
３

年
に
保
険
適
用
と
な
り
、
当
初
は
高

年
に
保
険
適
用
と
な
り
、
当
初
は
高

齢
で
開
胸
手
術
が
困
難
と
判
断
さ
れ

齢
で
開
胸
手
術
が
困
難
と
判
断
さ
れ

た
方
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
人

た
方
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
人

工
弁
の
改
良
や
手
技
の
成
熟
と
と
も

工
弁
の
改
良
や
手
技
の
成
熟
と
と
も

に
適
応
も
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
こ

に
適
応
も
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
治
療
法
の
選
択
は
年
齢
、
全

れ
ら
の
治
療
法
の
選
択
は
年
齢
、
全

身
状
態
、
併
存
疾
患
、
そ
れ
ぞ
れ
の

身
状
態
、
併
存
疾
患
、
そ
れ
ぞ
れ
の

手
技
リ
ス
ク
（
解
剖
学
的
に
可
能
か

手
技
リ
ス
ク
（
解
剖
学
的
に
可
能
か

な
ど
）、
患
者
さ
ん
本
人
の
意
思
等
を

な
ど
）、
患
者
さ
ん
本
人
の
意
思
等
を

ふ
ま
え
、
心
臓
外
科
医
・
内
科
医
を

ふ
ま
え
、
心
臓
外
科
医
・
内
科
医
を

含
め
た
治
療
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
が

含
め
た
治
療
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
が

チ
ー
ム
と
な
っ
て
検
討
し
ま
す
。
そ

チ
ー
ム
と
な
っ
て
検
討
し
ま
す
。
そ

し
て
治
療
後
は
、
合
併
症
軽
減
の
た

し
て
治
療
後
は
、
合
併
症
軽
減
の
た

め
の
内
服
治
療
や
定
期
検
査
の
た
め

め
の
内
服
治
療
や
定
期
検
査
の
た
め

通
院
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

通
院
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
お
わ
り
に

■
お
わ
り
に

　

高
齢
化
と
と
も
に
大
動
脈
弁
狭
窄

　

高
齢
化
と
と
も
に
大
動
脈
弁
狭
窄

症
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ

症
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ

と
同
時
に
医
療
も
進
歩
し
、
よ
り
負

と
同
時
に
医
療
も
進
歩
し
、
よ
り
負

担
の
少
な
い
治
療
法
が
開
発
さ
れ
治

担
の
少
な
い
治
療
法
が
開
発
さ
れ
治

療
可
能
な
症
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

療
可
能
な
症
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
年
の
せ
い
」「
ま
さ
か
自
分
が
」
と

「
年
の
せ
い
」「
ま
さ
か
自
分
が
」
と

思
い
が
ち
で
す
が
、
大
動
脈
弁
狭
窄

思
い
が
ち
で
す
が
、
大
動
脈
弁
狭
窄

症
は
治
療
が
で
き
れ
ば
症
状
の
緩
和
、

症
は
治
療
が
で
き
れ
ば
症
状
の
緩
和
、

Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
改
善
、
予

Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
改
善
、
予

後
の
改
善
が
見
込
め
る
病
気
で
す
。

後
の
改
善
が
見
込
め
る
病
気
で
す
。

こ
の
記
事
が
検
診
を
受
け
よ
う
、
ご

こ
の
記
事
が
検
診
を
受
け
よ
う
、
ご

自
身
や
身
近
な
方
の
体
調
の
変
化
に

自
身
や
身
近
な
方
の
体
調
の
変
化
に

目
を
向
け
て
み
よ
う
と
思
う
き
っ
か

目
を
向
け
て
み
よ
う
と
思
う
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

大動脈弁狭窄症のはなし

医師の
  明瞭解説

藤井政雄記念病院
野口 裕子 医師が

わかりやすく解説

藤井政雄記念病院
循環器内科

野口 裕子 医師画像提供：Medtronic

心エコー図検査は、痛みや被
爆を伴わない外来でできる検
査です。
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第
七
回

第
七
回  

仁
厚
会・敬
仁
会

仁
厚
会・敬
仁
会  

医
療
福
祉
学
会

医
療
福
祉
学
会

人
と
心
を
結
ぶ

人
と
心
を
結
ぶ

　
～
支
え
る
・
守
る
・
創
る

　
～
支
え
る
・
守
る
・
創
る  

医
療
福
祉
～

医
療
福
祉
～

二
月
二
十
二
日
　
三
朝
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル

▪ 医療福祉学会の目的
　医療・福祉サービスおよび業務改善や連携に関する質の向上及び発展を推
進し、事業所相互の緊密な知識交流並びに良質なサービスの水平展開を図る
こと、また、業務成果を振り返り、発表することでプレゼン能力向上と業務
に対する意欲・気づく力を高めることを目的とし開催しました。

▪ 最優秀賞受賞者
会場Ａ　　藤井政雄記念病院　藤井教雄
　　　　　　　『特発性正常圧水頭症 iNPH』の治療経験
　　　　　　　―治療可能な認知症：正常圧水頭症とシャント手術の実力―
会場Ｂ　　藤井政雄記念病院　河本仁美
　　　　　　　作業は生きる力の源　―脳膿瘍後に社会復帰を果たした一例―
会場Ｃ　　ル・ソラリオン西新井　高橋拓斗
　　　　　　　コロナ禍を経た看取りケア　―22日間の看取りケアより―
会場Ｄ　　大和保育園　原一美　 細田都充
　　　　　　　個別支援について考える　― 一人ひとりに寄り添う保育―
会場Ｅ　　ル・サンテリオン東郷　廣富智也
　　　　　　　ICT 活用による運動機能・意欲の変化　
　　　　　　　―「Care Wiz トルト」導入を通して―

▪ 最優秀賞受賞者コメント
会場 B
藤井政雄記念病院　河本仁美
　作業は生きる力の源
　―脳膿瘍後に社会復帰を果たした一例―

　この度最優秀賞をいただき大変嬉
しく思います。きっかけは作業療法でしたが、たく
さんの方々のご支援があったことで今回の患者さ
んの就労へと繋がったと考えます。今後も患者さん
が楽しいと思える作業を提供できるよう精進して
いきます。

会場 C
ル・ソラリオン西新井　高橋拓人
　コロナ禍を経た看取りケア
　―22日間の看取りケアより―

　今後も「看取りに関わる全ての人
たちに不安がない環境」を目標に取り組みます。そ
のために看取り期以前からご利用者やご家族のニー
ズを把握し、「どんなサービスを提供できるか？何が
必要か？」を多職種で検討していき、看取り体制の
整備・強化を着実に行っていきたいと考えます。

医療福祉学会�学会長
藤井	一博

▪ 基調講演
　基調講演では福
島県にある星総合
病院理事長で参議
院議員の星北斗先
生より「医療大改
革を預言する」を
テーマにお話しい
ただきました。
　東日本大震災被
災直後に強い意志
をもって対応され
たご経験や現在の
医療・介護業界における課題の分析、今後の
動向などをご講演いただきました。私たちが
地域においてどのような存在であるべきかに
ついて大変多くの視点をいただきました。

公益財団法人
星総合病院�理事長
参議院議員
星	北斗	先生

▪ 研究発表
　病院・介護施設・
障がい者施設・保育
園の各施設からポス
ター発表を含む計42
演題の研究発表を5
つの会場に分けて行
いました。会場には
鳥取県内施設職員に
加え、東京から来鳥
した職員も合わせて
400名近い職員が集まり研究発表を聞きました。
また、東京施設とはオンラインで接続され、そ
こでも多くの職員が研究発表を聞きました。
　他施設の特徴的な取り組みを知ることのでき
る機会であり、参加者は多くの学びを得ること
ができました。

会場Aの最優秀賞
藤井	教雄	医師
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よ
ど
え
バ
バ
ー
ル
園
は
０
～
２
歳
児
の
お

子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る
定
員
50
名
の
保
育

園
で
す
。
事
業
所
内
保
育
所
と
し
て
法
人
内

職
員
が
育
休
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
復
帰
で
き
る

よ
う
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
ど
ん
な
食
事
を
作
っ
て
い
ま
す
か
？

　
給
食
室
で
は
離
乳
食
と
幼
児
食
を
作
っ
て

い
ま
す
。
離
乳
食
は
初
期
食
、
中
期
食
、
後

期
食
の
３
段
階
あ

り
、
月
齢
に
合
わ

せ
た
形
態
で
提
供

し
て
い
ま
す
。
幼

児
食
は
午
前
の
お

や
つ
、
昼
食
、
午

後
の
お
や
つ
が
あ

り
、
３
歳
未
満
の

園
児
が
食
べ
や
す

い
よ
う
に
食
材
や

切
り
方
を
工
夫
し

て
い
ま
す
。ま
た
、

月
に
１
回
「
わ
く

わ
く
給
食
」
が
あ

り
、
園
児
に
人
気

の
献
立
や
目
で
見

て
楽
し
く
な
る
よ

う
な
献
立
を
給
食

室
の
職
員
で
考
え
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

―
よ
ど
え
バ
バ
ー
ル
園
な
ら
で
は
の
給
食
室

の
特
徴
は
あ
り
ま
す
か
？

　
給
食
室
と
廊
下
の
間
に
は
ガ
ラ
ス
窓
が
あ

り
、
園
児
た
ち
は
給
食
を
作
っ
て
い
る
様
子

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
を
振
っ
て
く

れ
る
園
児
も
多
く
、
毎
日
元
気
を
も
ら
い
な

が
ら
給
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
育

活
動
と
し
て
、
毎
年
園
の
畑
で
夏
野
菜
を

作
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
給
食
室
の
職
員

も
園
児
た
ち
と
一
緒
に
苗
植
え
や
水
や
り
、

収
穫
を
し
ま
し
た
。
収
穫
し
た
野
菜
は
給
食

と
し
て
提
供
し
た
り
、
２
歳
児
ク
ラ
ス
の

ク
ッ
キ
ン
グ
で
ピ
ザ
ト
ー
ス
ト
を
作
っ
た
り

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他
に
も
、
明
る
い

雰
囲
気
作
り
の
た
め
に
調
理
中
は
音
楽
を
流

し
て
い
ま
す
。
主
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
ジ
ャ
ズ

を
流
し
て
い
ま
す
が
、
曲
に
よ
っ
て
給
食
室

の
雰
囲
気
が
変
わ
る
た
め
楽
し
く
仕
事
が
で

き
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
乳
幼
児
期
に
正
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ

け
、
食
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
は
と
て
も
重

要
で
す
。
園
児
た
ち
が
「
食
べ
る
力
」
を
育

ん
で
い
け
る
よ
う
給
食
室
か
ら
見
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

仁
厚
会・
敬
仁会

の「食
」を支える職員をクローズ

アップ

JIN’S
キッチン
Vol.35

低
月
齢
に
特
化
し
た

	

事
業
所
内
保
育
所

	

よ
ど
え
バ
バ
ー
ル
園

園児が楽しみにしているわくわく給食園児が楽しみにしているわくわく給食 私たち4人が調理しています私たち4人が調理しています

▲
よどえババール園
HPはこちらから

材料（2～3人分） 作り方
ホタテとかぶのクリーム煮

栄養士が心と体に
おいしいレシピを紹介します!

健康
レシピ

ホタテ ············· 150g
薄力粉 ·········· 大さじ1
バター ·············· 10g
かぶ ·················· 2個
牛乳 ·············· 100㏄
生クリーム ········ 50㏄
コンソメ ···· 小さじ1/2
塩

ホタテは低カロリーで高たんぱく質な食材
です。肝機能を高めるタウリンをはじめ、うま
みのもとであるアミノ酸や亜鉛、貧血予防に
役立つ鉄やビタミンB12も多く含まれてい
ます。1食の適量は60gほどです。かぶは胃
腸にやさしく身体を温める効果もあります。
春の七草の中のスズナはかぶのことです。

栄養効果など 【調理のポイント】
ホタテの貝柱の部分はやわら
かく、かぶもトロトロになり
召し上がりやすい食感です。
うまみが溶け込みクリームも
とても美味しいです。パスタ
と合わせたり、きのこや野菜
を足してシチューにするとボ
リュームもアップします。ル・ソラリオン綾瀬

管理栄養士／大川 友子

今回のレシピ担当

❶ホタテに薄力粉をふりバターで焼き、一
度取り出しておく。

❷かぶは6等分にカットし油で焼き目を付
け、水80㏄を加え蓋をして5分程蒸し焼
きにする。

❸かぶの茎、❶と牛乳、生クリームとコンソ
メを加えて煮立たせる。

❹かぶに火が入ったら塩で味を調えて完成。
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医療福祉センター倉吉病院
 TEL.0858-26-1011
米 子 東 病 院　 TEL.0859-56-5232

藤井政雄記念病院 TEL.0858-26-2111 介護医療院ふじい　　　　　　　　　  TEL.0858-27-2210
藤井政雄記念病院附属歯科クリニック  TEL.0858-26-4276
大和保育園　　　　　　　　　　　　  TEL.0859-56-2203

ル・サンテリオン北条 TEL.0858-36-5220
ル・サンテリオン鹿野 TEL.0857-84-3700
ガーデンハウスはまむら TEL.0857-82-6500
ル・サンテリオンよどえ TEL.0859-56-4073

ガーデンハウスよどえ TEL.0859-56-5210
在宅サポートセンター TEL.0858-26-2346
栄養ケアセンター TEL.0858-26-1517

病院機能評価認定 ISO9001取得（JMAQA）

病院機能評価認定・ISO9001取得（JMA）

社会医療法人 仁厚会 〒682-0023 鳥取県倉吉市山根43　TEL.0858-26-1012

ISO9001取得（JICQA）
社会福祉法人 敬仁会 〒682-0023 鳥取県倉吉市山根55　TEL(0858)26-3864㈹　

地域ケアセンター マ グ ノ リ ア TEL(0858)26-3922
介護老人福祉施設 ル ・ ソ ラ リ オ ン TEL(0858)26-0115
介護老人福祉施設 ル・ソラリオン名和 TEL(0859)54-6500
介護老人福祉施設 ル・ソラリオン葛飾 TEL(03)3601-3711
介護老人福祉施設 ル・ソラリオン西新井 TEL(03)3899-3005
介護老人福祉施設 ル・ソラリオン綾瀬 TEL(03)5613-1176

介護老人保健施設 ル ・ サ ン テ リオ ン TEL(0858)26-3051
介護老人保健施設 ル・サンテリオン東郷 TEL(0858)32-2570
障がい者支援施設 敬 仁 会 館 TEL(0858)26-0480
救　護　施　設 ゆ り は ま 大 平 園 TEL(0858)32-0780
救　護　施　設 よ な ご 大 平 園 TEL(0859)56-6226
養 護 老 人ホー ム シ ル バ ー 倉 吉 TEL(0858)26-0821

保　　育　　所 バ  バ  ー  ル  園 TEL(0858)26-0211
保　　育　　所 あやせババール園 TEL(03)5613-8851
保　　育　　所 よどえババール園 TEL(0859)56-5268
保　　育　　所 上 井 保 育 園 TEL(0858)26-0868

仁厚会・敬仁会
ホームページQRコード

仁敬だより
バックナンバーQRコード

　強度行動障がいを有する方の受け入れに取り組む
事業所は鳥取県内でも少なく、多くのご家族は不安
を抱えておられます。このような状況の中、敬仁会
館では令和５年より強度行動障がいを有する方の受
け入れに関する検討を始めました。ソフト面におい
ては研修受講などにより強度行動障がいに対応でき
る職員の育成を行い、またハード面としては施設を
改修しご利用者が安心できる環境作りを行ってきま
した。職員からは「新しい関りや知識の習得が興味
深い」と、前向きな言葉も聞かれています。
　令和７年４月、障がい者支援施設敬仁会館は、新たなサービスと専門的な支援
の提供を行っていきます。

鳥取県の

▪ウグイス
　ウグイスは、春を告げる鳥として親しまれています。「梅にウグイス」としてウグイス色をし
た鳥が描かれることがありますが、実際のウグイスはくすんだ緑色をしており、ウグイス色を
しているのはメジロです。
　ウグイスの鳴き声として「ホー、ホケキョ」（法、法華経）が有名ですが、それ以外にも「ホケッ」
とか「ヒー、ホケキョ」などの鳴き方をします。その中に「ホッ、ホケキョ」と鳴く声が「トッ
トリケン」（鳥取県）と聞こえることがあります。今年の春は「トットリケン」と鳴くウグイス
を野山で探してみませんか？

ル・サンテリオン北条管理者
NPO法人日本野鳥の会鳥取県支部長

吉田  良平 医師
撮影者：田中�一郎

強度行動障がいに対応する支援の開始（令和７年４月１日より）
敬仁会館

第第33章章

けが防止目的のクッション性のあ
る床や光刺激の調節ができる調光
機能付きの照明など強度行動障が
いに対応した居室

蛇口や配線等が無くシン
プルで壊れにくい仕様の
洗面台
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